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平成２６年度全国学力・学習状況調査に係る福島県の結果（概要版）

福島県教育委員会H26.8.25
１ 調査に関する概要

平成２６年４月２２日（火）実施日

（ ） （ ）実施校数 校 人 校 人小学校 中学校467 16,641 17,371231

小学校６年生 中学校３年生調査学年

小学校 国語、算数 中学校 国語、数学調査教科

※ 特別支援学校（小学部）及び特別支援学校（中学部）を含む。

２ 教科に関する調査の結果
≪教科に関する調査の結果の総括（公立）≫

○ 今回の調査結果については、小学校国語は全国平均をやや上回っており、小
学校算数及び中学校国語はおおむね全国平均であるが、中学校数学は全国平均
を下回っている。
○ 昨年度に比べ全体的に改善傾向が見られる。
○ 今後も、知識・技能のより確実な定着と、これらを活用して課題を解決する
力の育成に取り組む必要がある。
○ 「わかる・できる授業」を目指すとともに、児童生徒の思考力・判断力・表
現力等を高めるための学習指導の改善に、より一層取り組む必要がある。

（１）小学校 国語

○ 国語Ａの平均正答率は ％（全国 ％ 、国語Ｂの平均正答率は ％（全73.3 72.9 57.0）
国 ％）であり、小学校国語については、 。55.5 全国平均をやや上回っている
○ 今後は、目標を達成させるための効果的な言語活動を授業に位置付けながら、基礎
的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを活用して課題を解決していく
能力を一体的に育成していく取組を充実させていく必要がある。

① 国語Ａ（主として「知識」に関する問題）

児童数 学校数 平均正答率（ ）%

16,641 467 73.3福島県

1,080,663 20,177 72.9全 国

② 国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）

児童数 学校数 平均正答率（ ）%

16,637 467 57.0福島県

1,080,444 20,176 55.5全 国

（２）小学校 算数

○ 算数Ａの平均正答率は ％ 全国は ％ 算数Ｂの平均正答率は ％ 全78.7 78.1 57.8（ ）、 （
国は ％）であり、小学校算数については、おおむね全国平均である。58.2

○ 今後は、基礎的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを実生活の様々な
場面に活用する力や筋道立てて考え表現する力の育成に向け、一層効果的な指導方法を
工夫していく必要がある。
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① 算数Ａ（主として「知識」に関する問題）

児童数 学校数 平均正答率（ ）%

16,641 467 78.7福島県

1,080,657 20,177 78.1全 国

② 算数Ｂ（主として「活用」に関する問題）

児童数 学校数 平均正答率（ ）%

16,634 467 57.8福島県

1,080,442 20,176 58.2全 国

（３）中学校 国語

○ 国語Ａの平均正答率は ％（全国 ％ 、国語Ｂの平均正答率は ％（全79.4 79.4 50.5）
国 ％）であり、中学校国語については、おおむね全国平均である。51.0

○ 今後は、目標を達成させるための効果的な言語活動を授業に位置付けながら、基礎
的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを活用して課題を解決していく
能力を一体的に育成していく取組を充実させていく必要がある。

① 国語Ａ（主として「知識」に関する問題）

生徒数 学校数 平均正答率（ ）%

17,371 231 79.4福島県

1,017,965 9,742 79.4全 国

② 国語Ｂ（主として「活用」に関する問題）

生徒数 学校数 平均正答率（ ）%

17,366 231 50.5福島県

1,018,157 9,742 51.0全 国

（４）中学校 数学

○ 数学Ａの平均正答率は ％（全国 ％ 、数学Ｂの平均正答率は ％（全64.7 67.4 56.8）
国 ％）であり、中学校数学については、全国平均を下回っている。59.8

○ 今後は、数学的活動をより一層重視し、基礎的・基本的な知識・技能を確実に定
着させるための演習とまとめの時間の充実と、それらを活用し、数学的に思考し説
明する力等の育成に向けた指導の改善を図る必要がある。

① 数学Ａ（主として「知識」に関する問題）

生徒数 学校数 平均正答率（ ）%

17,369 231 64.7福島県

1,018,328 9,741 67.4全 国
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② 数学Ｂ（主として「活用」に関する問題）

生徒数 学校数 平均正答率（ ）%

17,371 231 56.8福島県

1,018,365 9,741 59.8全 国

３ 児童生徒質問紙調査の結果

〈質問番号 ： ２４）〉（
「家で、学校の授業の復習をしていますか」について

69.6 61.6○ 家で、学校の授業の復習をしている小学生の割合は ％、中学生の割合は
％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中： ％）より高い。54.0 50.4

、 、 、また ２５年度調査と比較すると 復習をしている割合が小学生で ポイント2.3
中学生で ポイント高くなっている。0.6

、 、 、○ このことから 家庭においてその日の授業を振り返り 学習内容の定着を目指し
努力する子どもたちの姿が見える。授業と家庭学習の関連が図られてきていること
から、今後は、より充実した家庭学習となるよう、各学校が積極的に子ども一人一
人に対する具体的な支援を行うことが大切である。

〈質問番号 ： １４）〉（
「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日 、１日当たりどれくらいの時間、勉）

強をしますか（学習塾や家庭教師含む 」について）
○ 学校の授業時間以外の１日当たりの学習時間については、月～金曜日に１時間以
上学習している小学生の割合は ％、中学生の割合は ％であり、どちらも全71.7 71.3
国の割合（小： ％、中： ％）より高い。62.0 67.9
また、月～金曜日の学習時間が３０分より少ない、または全くしない小学生の割
合は ％、中学生の割合は ％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中6.6 10.2 12.7
： ％）より低い。14.7
２５年度調査と比較すると、１時間以上学習している割合は、小学生で ポイ1.8
ント、中学生で ポイント低くなっている。2.1
○ 子どもたちの家庭における学習習慣は定着してきているが、今後もさらに学習時
間の確保や学習内容の質の向上に向け、なお一層、家庭と連携した取組を継続した
い。

〈質問番号 ： １２）〉（
月～金曜日 、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲ普段（ ）

ーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をします
か」について
○ 月～金曜日にテレビゲームを２時間以上している小学生の割合は ％、中学生31.4
の割合は ％であり、小学生の割合は全国の割合（ ％）より高く、中学生の34.4 30.3
割合は全国の割合（ ％）より低い。35.4
２５年度調査と比較すると、月～金曜日にテレビゲームを２時間以上している割

合は、小学生で ポイント、中学生で ポイント高くなっている。0.6 7.4
小・中学生ともにゲームをする時間をさらに減らし、その時間を○ この現状から、

家庭学習や読書の時間に充てさせるなど、継続的な取組が大切である。
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福島県教育庁義務教育課
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平成２６年度全国学力・学習状況調査に係る福島県の結果

平成２６年８月２５日
福島県教育庁義務教育課

Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２ 実施日
平成２６年４月２２日（火）実施

３ ４月２２日に調査を実施した学校・児童生徒数（公立）

備 考
４月２２日調査実施

（ ）学校数 児童生徒数

臨時休業中４校を除く。小学校 ４６７校 人（ ）16,641

臨時休業中２校を除く。中学校 ２３１校 人（ ）17,371

（ ）合 計 ６９８校 人34,012

※ 特別支援学校（小学部）及び特別支援学校（中学部）を含む。

Ⅱ 教科に関する調査の結果

１ 教科に関する調査の結果についての総括（公立）

○ 今回の調査結果については、小学校国語は全国平均をやや上回っており、小学
校算数及び中学校国語はおおむね全国平均であるが、中学校数学は全国平均を下
回っている。

○ 昨年度に比べ全体的に改善傾向が見られる。

○ 今後も、知識・技能のより確実な定着と、これらを活用して課題を解決する力
の育成に取り組む必要がある。

○ 「わかる・できる授業」を目指すとともに、児童生徒の思考力・判断力・表現
力等を高めるための学習指導の改善に、より一層取り組む必要がある。
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２ 教科に関する調査の結果（公立）

（１）小学校 国語（公立）

○ 国語Ａの平均正答率は73.3％（全国72.9％ 、国語Ｂの平均正答率は57.0％（全国）
55.5％）であり、小学校国語については、全国平均をやや上回っている。
○ 今後は、目標を達成させるための効果的な言語活動を授業に位置付けながら、基
礎的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを活用して課題を解決して
いく能力を一体的に育成していく取組を充実させていく必要がある。

（ 「 」 ）① 国語Ａ 主として 知識 に関する問題

国語Ａ 児童数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

11.0 3.0福島県 ％16,641 467 11.0/15 73.3
12.0 3.1全 国 ％1,080,663 20,177 10.9/15 72.9

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

６ 一 複数の事柄を並列の関係で書くこと。
二 仮定の表現として、適切なものを捉えること。

、 、 、自分の書いた文章を推敲し 書き直す場面を取り上げ 文や文章の構成を理解して

適切な表現で書くことができるかをみる問題である。平均正答率は、設問一が ％77.3
（全国 ％ 、設問二が ％（全国 ％）であり、ともに全国の平均正答率を74.9 83.8 83.1）

上回っている。 設問一は、複数の事柄を含む文の並列関係を理解し 「～たり、･･･た、

」 、 「 」「 」り を的確に用いること 設問二は文中の照応関係を理解し ～ならば ～だったら

「～であれば」といった仮定の表現を捉えることが求められる。指導に当たっては、

文や文章を論理的に整えて書くことができるようにするために、語句と語句の係り方

や照応の仕方、文と文とのつながりを意識させることが重要である。授業では、各学

年の発達段階を踏まえ、語句の意味を正しく捉えることや接続語の役割、いろいろな

文の構成について理解し活用していくことができるように指導していくことが大切で

ある。

［正答］

一 「テレビを見たり、音楽を

聞いたりしました 」。

二 １・４・５
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

３ 情景描写の効果を捉えること。

創作した物語の主人公の心情を情景描写による表現に書き換えることで、表現の効

55.6%果が高まることを捉えることができるかどうかをみる問題である 平均正答率は。 、

（全国 ）であり、全国の平均正答率を下回っている。物語の表現方法の特徴やそ58.7%
の効果を捉えることに課題が見られる。

この問題では【二人の会話の様子】において、主人公の心情を「さびしい」という

直接的な表現ではなく 「灰色の雲が広がり 「だんだんと暗くなって」いく公園の様、 」、

子によって表現することで、読み手に想像させる効果が高まることを捉える必要があ

る。また 「いつの間にか･････暗くなってきました」という表現が表している心情を、

理解し説明できなければならない。

指導に当たっては、物語の表現方法の特徴やその効果を考えさせるために、授業の

中で、経験したことや想像したことをもとに物語を創作する言語活動を位置付けるこ

とが有効である。例えば、経験を基に自分を中心人物に設定した物語や、写真や絵を

基に想像を広げて書く物語の創作など様々な工夫が考えられる。その際、登場人物の

設定、物語全体の構成の効果、語り手の視点などといった基本的な物語の特徴を理解

させることが大切である。創作した物語の構成や表現の効果などについて相互に評価

。 、 、する場面も積極的に設定していきたい また 読むことの指導との関連を図りながら

、 、登場人物の心情を読み取る際の根拠として 直接的に描写されているものだけでなく

登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景などを通して暗示的に表現されてい

るものもあることを捉えることができるように指導することも大切にしたい。

［正答］

３
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（ 「 」 ）② 国語Ｂ 主として 活用 に関する問題

国語Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

16,637 467 5.7/10 57.0 6.0 2.3福島県 ％

1,080,444 20,176 5.5/10 55.5 6.0 2.4全 国 ％

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

３ 三 二つの詩を比べて読み、自分の考えを書くこと。

、 。二つの詩を比べて読み 自分の考えを書くことができるかどうかをみる問題である

この問題では、二つの詩の内容や表現の仕方などに着目した上で、詩を解釈し、共通

点や相違点を取り上げ、条件に合わせて自分の考えを書くことが求められる。平均正

答率は、 ％(全国 ％)と全国の平均正答率を大きく上回っており、無回答率も57.3 48.1
％(全国 ％)である。多くの学校で、自分の考えを書く機会を意図的に設定し17.8 26.0

た授業が展開されてきたこと、また、定着確認シートなどを活用し、目的や意図を考

え条件に合わせて作文を書く活動を継続的に実践してきたことの成果といえる。

指導に当たっては、詩を読む目的を明確にし、感想、解説、推薦などの文章にして

考えをまとめ、発表し合うという一連の学習の流れを大切にしたい。また、詩を比べ

て読むことは多様な表現の工夫に気付くことができる有効な学習活動である。同じ作

者の作品や同じテーマの作品を集めて、比べて読む活動を積極的に取り入れていきた

い。詩の解釈について発表し合う際には、一人一人の感じ方に違いがあることを理解

させながら、互いに考えたことがどのように共通したり相違したりしているかなどを

明らかにさせることが大切である。発表を通して児童自らが自分の考えを広げたり深

めたりしていく力を育成していく必要がある。

[
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

１ 目的に応じて、話合いの観点を整理すること。一

[正答例]

作業への取り組みやすさ( 字)11
作業への取り組み(８字)

目的に応じて、話合いの観点を整理することができるかどうかをみる問題である。

この問題では、司会者として「パソコンを使う立場」と「手書きの立場」のそれぞれ

の立場の主張の共通点を捉え 「作業 「取り組みやすい」という言葉をもとに話合い、 」

の観点を簡潔に整理する力が求められる。学習指導要領〔第５学年及び第６学年 「話〕

すこと・聞くこと」における（イ）調べたことやまとめたことについて討論するとい

う言語活動を問題にしたものである。平均正答率は （全国 ）であり、全国63.1% 65.2%
の平均正答率を下回っている。複数の発言内容について、それぞれの中心を捉え共通

の観点を整理することに課題が見られる。
指導に当たっては、教師自身が司会の役割を明確に押さえることが必要である。目
的や意図に応じて計画的に話し合うために、司会は重要な役割をもつ。特に、話し手
の発言を受け止め、話合いを進めていく上で適切な観点を設定していくことが大切で
ある。発言内容をよく聞き考えの中心を捉える、
複数の発言内容を聞き分け考えの立場や見解を分
類・整理するなどして、適切な観点を設定できる
ように指導することを大切にしたい。また、各教
科等との関連も図り、全員が司会の役割を経験す
る機会を設けるなどして、具体的に指導していき
たい。
国語Ａには、話合いの内容を黒板に記録したも
のを提示し、そのまとめ方の特徴を問う問題が出
題されている。黒板への記入、ノート記録、まと
めの発表など、様々な役割を児童に経験させたい。

（ ）国語Ａ の問題７
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【小学校国語における課題等】

◇（A） 正しく漢字を読むこと、書くこと 〔１(１)(２)２(１)〕。

◇（A） 仮定の表現として、適切なものをとらえること 〔６二〕。

◇（B） 二つの詩を比べて読み、表現の工夫を捉えること 〔３一〕。

◆（A） 情景描写の効果を捉えること 〔３〕。

◆（A） 物語の登場人物の相互関係を捉えること 〔５〕。

◆（A） 話合いの観点に基づいて情報を関係付けること 〔７〕。

◆（B） 目的に応じて、話合いの観点を整理すること 〔１ 〕。 一

◆（B） 目次や索引を活用して本を効果的に読むこと 〔２ 〕。 三

※ ◇…相当数の児童ができている問題 ◆…課題のある問題

（ ）内の記号は、 …国語Ａ、 …国語Ｂ 〔 〕内の記号は、問題番号A B

○ 漢字を正しく読んだり書いたりすることは、相当数の児童ができている。また、

故事成語の意味や使い方の理解も高く、言語に関する基礎的・基本的な知識・技能

が身に付いていることがうかがえる。今後は、定着に向けて継続的な指導を続けて

いくとともに、漢字、慣用句などを児童自らが文章の中で活用できるようにしてい

く指導を充実させていく必要がある。

、 。○ 記述力の育成が図られ 条件に合わせて自分の考えを書く力が高まってきている

特に作文の問題において全国の平均正答率を大きく上回っている。書くことが子ど

もの考えを整理したり深めたりする重要な言語活動であるということを再認識し、

今後も、書く活動を授業の中に意図的・計画的に位置付けていきたい。複数の資料

を比べて共通点や相違点を見いだして書く、決められた語句を使って書くなど、目

、 。的に応じて様々な条件を与えることにより 書く力をさらに鍛えていく必要がある

○ 話合いにおける司会者の役割について課題が見られた。目的や意図に応じて計画

的に話し合うために司会は重要な役割をもつ。特に、話し手の発言を受け止め、適

切な観点を設定していくことが求められる。そのために、司会者には、まず、発言

、 、内容をよく聞き 考えの中心となることを捉えることができるようにするとともに

複数の発言内容を聞き分け、考えの立場や見解を分類・整理するなどして適切な観

点を設定して進行できるように指導することが大切である。

○ 物語の登場人物の相互関係を捉えることに課題が見られた。物語などの文学的な

文章では、登場人物の人物像を捉え、相互関係を明確にしながら読むことが重要で

ある。そのためには、中心人物を押さえ、その人物と周囲の登場人物について、行

動や会話文、情景描写などに着目しながら、それぞれの人物像がわかる言葉をカー

ドに書き出し、整理するなどの指導を一層重視したい。

○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着が不十分な状況が見られた。基礎的・基本的な知

識・技能と、それらを活用して課題を解決していく能力は、児童が主体性をもって学習

に取り組んでいく中で相互に関連し一体的に高まっていくものである。単元を構想する

際は、ねらいを明確にし、児童が主体的に取り組むことのできる効果的な言語活動を位

置付けることが重要である。
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（２）小学校 算数（公立）

○ 算数Ａの平均正答率は78.7％（全国は78.1％ 、算数Ｂの平均正答率は57.8％（全）
国は58.2％）であり、小学校算数については、おおむね全国平均である。
○ 今後は、基礎的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを実生活の様
々な場面に活用する力や筋道立てて考え表現する力の育成に向け、一層効果的な指
導方法を工夫していく必要がある。

（ 「 」 ）① 算数Ａ 主として 知識 に関する問題

算数Ａ 児童数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

16,641 467 78.7% 14.0 3.1福島県 13.4/17

1,080,657 20,177 13.3/17 78.1% 14.0 3.2全 国

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

１ (５ ○ 減法と乗法の混合した整数の計算をすること。）
２ (２) ○ 図に示された数量の関係を読み取り、比較量を求めるために乗法が用い

られることを理解していること。
９ ○ 二つの数量の関係を□、△などの記号を用いて式に表すこと。

［正答］２０

［正答］３

１設問（５）は、減法と乗法の混合した整数の計算ができるかどうかを問う問題で
ある。平均正答率は （全国 ）であり、全国の平均正答率を上回っている。88.2% 80.9%
２設問 ２ は 割合が１より小さい場合でも 比較量の求め方が 基準量 × 割（ ） 、 、 （ ） （

合）になることを理解しているかどうかを問う問題である。平均正答率は （全国57.1%
）であり、全国の平均正答率を上回っている。54.1%

９は、二つの数量の関係を□、△などの記号を用いて式に表すことができるかどう
かを問う問題である。平均正答率は （全国 ）であり、全国の平均正答率を83.1% 82.0%
上回っている。
今後とも指導に当たっては、計算の技能の習熟を図るために、必要に応じて繰り返

し指導することが重要である。また、割合（倍）が整数である場合の計算の考え方を
基にして、乗法の意味を拡張し、理解を深める指導を大切にしていくことも必要であ
る。更に、二つの数量を□、△などに置き換えて立式することで、□、△などが用い
られる場面を理解できるようにすることも重要である。

［正答］４
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

３ ○ 分数の相等及び大小について理解していること。
４ (１) ○ 二つの数量の関係について、単位量当たりの大きさを調べる場面と図と

を関連付けること。
６ ○ 作図に用いられている図形の約束や性質を理解していること。

［正答］４ ［正答］２

３は、分数の相等及び大小について、分数の表し方は異なっていても数としては同
、 、 、じ大きさを表していることを理解していること また 分数のおよその大きさを捉え

それを基に大小が判断できるかを問う問題である。平均正答率は （全国 ）67.8% 72.5%
であり、全国の平均正答率を下回っている。指導に当たっては、分数を具体物、図、
数直線などを用いて表すことで 「半分より大きい 「１より大きい」といった分数の、 」、
大きさについて、実感を伴って理解できるようにすることが重要である。

、 、 、４設問(１)は 二つの数量の関係について 単位量当たりの大きさを求めるために
図と関連付けることができるかどうかを問う問題である。平均正答率は （全国79.6%

）であり、全国の平均正答率を下回っている。指導に当たっては、読み取った人82.3%
数と面積の関係を図に表す活動を取り入れることが重要である。またその際、平均の
考えなどについて着目させることも考えられる。
６は、作図が図形のどのような約束や性質を使っているのかを考え、それを基に作
図できるかどうかを問う問題である。平均正答率は （全国 ）であり、全国49.8% 52.0%
の平均正答率を下回っている。指導に当たっては、作図の手順を図形の特徴と対応付

。 、 、「 」けて理解させることが重要である 例えば 二等辺三角形には 二辺の長さが等しい
という特徴がある。一方、作図に用いられるコンパスは、等しい長さを移すことがで
きる。これらのことを確認して作図することが大切であることを理解させたい。

［正答］１
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（ 「 」 ）② 算数Ｂ 主として 活用 に関する問題

算数Ｂ 児童数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

16,634 467 7.5/13 57.8% 8.0 3.3福島県

1,080,442 20,176 7.6/13 58.2% 8.0 3.3全 国

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

２ ３ ○ 表す目的に応じたグラフを選択すること。（ ）

４ ２ ○ 場面の状況を倍数の考え方を基に解釈し、数学的に表現すること。（ ）

、 。［ ］ ［ ］（ ）正答 ４ 正答 例 １２は ４と６の最小公倍数です

２設問（３）は、全体と部分の関係を示すために用いるグラフを選択することがで

きるかどうかをみる問題である。平均正答率は （全国 ）であり、全国の平62.8% 61.5%
均正答率を上回っている。

４設問（２）は、二人のリズムが重なる部分を、公倍数に着目して記述できるかど

うかをみる問題である。平均正答率は （全国 ）であり、全国の平均正答率65.8% 60.5%
を上回っている。

今後とも指導に当たっては、自分の考えを数量を基に分かりやすく他者に伝えたい

ときには、伝えたい事柄や目的に応じて、効果的にグラフを用いることが大切である

ことを理解させたい。また、それぞれのグラフを用いる場面について考え、グラフの

特徴を明らかにする指導も重要である。更に、日常生活の事象を算数の内容と関連付

け、学習した算数の用語を用いて的確に表現できるようにすることは、算数と日常生

活との関わりについて興味・関心を高める上でも重要である。
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

１ ２ ○ 示された計算のきまりを解釈し、それを基に、異なる数値の場合の計算（ ）

の工夫を数学的に表現すること。

３ １ ○ 条件に合う時間を求めること。（ ）

５ ２ ○ 示された情報を解釈し、基準量、比較量、割合の関係を正しく表してい（ ）

る図を選択すること。

１設問（２）は、示された計算のきまりを基に、異なる数値の場合でも工夫して計

。 （ ）算する方法を式や言葉を用いて記述する問題である 平均正答率は 全国53.8% 55.2%
であり、全国の平均正答率を下回っている。指導に当たっては、乗法による数の表現

が多様にあることを確認し、どの数を用いると、より合理的、能率的に処理できるの

かを話し合う活動を取り入れることも必要である。また、いろいろな考え方や解決方

法を解釈することで、表現方法のよさに気付いたり、見方を変えて新しい解決方法を

考えたりすることができるようにすることも重要である。

３設問（１）は、示された情報を基に、条件に合う時間を求めることができるかど

うかをみる問題である。平均正答率は （全国 ）であり、全国の平均正答率33.9% 38.6%
を下回っている。指導に当たっては、日常生活において、規則正しい生活をしたり、

行動の計画を立てたりするためには、時刻を読むことや、条件に合わせて時刻や時間

を求めることが大切であり、それらを児童に実感させることが必要である。また、情

報や条件を図の中に表し、整理することで、時間の増減について筋道を立てて考え、

時間を求めることができるようにすることも重要である。

５設問（２）は、示された情報を解釈し、基準量の 倍の長さを表している図を選1.5
択することができるかどうかをみる問題である。平均正答率は （全国 ）で44.9% 46.1%
あり、全国の平均正答率を下回っている。指導に当たっては、小数倍の意味の理解に

おいて、基準量、比較量、割合の関係を的確に捉えることが困難である場合が多いた

め、数量の関係を図に表すことで、基準量と比較量の大きさの関係を明らかにするこ

とが重要である。その際、繰り返し図を用いて、具体的に小数倍の大きさを理解でき

るようにすることが必要である。

［正答 （例）］
× の は × と考える37 24 24 3 8

37 24ことができます すると ×。 、
の積は × の 倍の大きさに37 3 8

111 8なります。だから、積は の
倍の になります。888

［正答］２７ ［正答］４
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【小学校算数科における課題等】

◇(A) 整数や小数、分数の四則計算ができること 〔１〕。

◇(A) 体積の単位（１㎤ ）と測定について理解していること 〔５(2)〕。

(A) 四則の混合した式の意味について理解していること 〔８〕◇ 。

(A) 二つの数量の関係を□、△などの記号を用いて式に表すこと 〔９〕◇ 。

◇(B) 示された場面から計算の結果の見通しをもち （2位数）×（1位数）の筆、

算ができること 〔１(1)〕。

、 。◇(B) 示された場面から基準量と比較量を捉え 倍を求めることができること

〔２(1)〕

◆(A) 〔３〕分数の相等及び大小について理解していること。

二つの数量の関係について、単位量当たりの大きさを調べる場面と図とを関◆(A)

〔４(1)〕連付けること。

◆(A) 作図に用いられている図形の約束や性質を理解していること 〔６〕。

◆(B) 示された計算のきまりを基に、異なる数値の場合でも工夫して計算する

方法を式や言葉を用いて記述することができること 〔１(2)〕。

◆(B) 示された情報を基に必要な量と残りの量の大小を判断し、その理由を言

葉と数を用いて記述することができること 〔３(3)〕。

◆(B) 示された情報を解釈し、基準量の１.５倍の長さを表している図を選択す

ることができること 〔５(2)〕。

◇…相当数の児童ができている問題 ◆…課題のある問題※

（ ）内の記号は、 …算数Ａ、 …算数Ｂ 〔 〕内の記号は、問題番号A B 、

○ 整数や小数、分数の四則計算、式の意味についての理解、□などの記号を用いて

式に表すことなど、数量や図形についての基礎的・基本的な知識・技能の定着を問

う問題では、相当数の児童ができている。

○ 異種の二つの量の比べ方の理解、基準量・比較量・割合の関係を的確に捉えるこ

と、図形の作図に課題が見られる。

○ 「方法」と「理由」を記述する問題に課題が見られるものの、算数Ｂに５問設け

られた記述式の問題で、無解答率は全国平均をすべて下回っていることから、数学

的に表現しようとする態度が高まってきていることがうかがえる。

○ 過去の調査の結果から 「基準量 「比較量 「割合（倍 」の関係を適切に捉え、、 」 」 ）

場面と図とを関連付けて百分率や異種の二つの量の割合について理解し、処理する

ことに課題があることが明らかになった。

（ 年度Ｂ２ ( )） 他者の考えが正しいかどうかを割合の考えを用いて判断し、その理由を20 3
。 （ 、 ）記述する 正答率 本県： ％ 全国：14.8 17.3%

（ ） 、 、 。21 3年度Ｂ５ ( ) 基準量と比較量を基にして 割合の大小を判断し その理由を記述する

（ 、 ）正答率 本県： ％ 全国：17.7 17.7%
（ 年度Ｂ５ ( )） 割合が一定の場面で、比較量が最も大きくなるときの基準量を判断し、22 2

。 （ 、 ）その理由を記述する 正答率 本県： ％ 全国：15.3 17.1%
（ 年度Ａ４ ） 単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解する。25

（ 、 ）正答率 本県： ％ 全国：45.7 50.0%
（ 年度Ａ４ ( )） 二つの数量の関係について、単位量当たりの大きさを調べる場面と図と26 1

。 （ 、 ）を関連付ける 正答率 本県： ％ 全国：79.6 82.3%
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（３）中学校 国語（公立）

○ 国語Ａの平均正答率は79.4％（全国79.4％ 、国語Ｂの平均正答率は50.5％（全国）

51.0％）であり、中学校国語については、おおむね全国平均である。

○ 今後は、目標を達成させるための効果的な言語活動を授業に位置付けながら、基

礎的・基本的な知識・技能のより確実な定着と、それらを活用して課題を解決して

いく能力を一体的に育成していく取組を充実させていく必要がある。

（ 「 」 ）① 国語Ａ 主として 知識 に関する問題

国語Ａ 生徒数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

17,371 231 25.4/32 79.4 27.0 5.7福島県 ％

1,017,965 9,742 25.4/32 79.4 27.0 5.7全 国 ％

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

４ 一 集めた材料を分類するなどして整理すること。
二 叙述の仕方などを確かめて、適切に書き換えること。

［正答］

一 ４

二 （例）部長に先導され・部長の先導により

、 、学校のウェブページを作成する場面を取り上げ 集めた材料を分類して整理したり

目的や意図に応じて適切に書き換えたりすることを求めている問題である。平均正答

率は、設問一が （全国 、設問二が （全国 ）であり、それぞれ93.8% 92.6% 80.6% 80.5%）

の設問において全国の平均正答率を上回っている。

設問一には項目の内容をまとめる言葉が入る。日常生活の中で生徒が目にするウェ

ブページは、様々な情報が整理され、全体の構成を考えて示されている。まとまりご

とに見出しを付ける学習や情報の分類の仕方を様々な場面で活用させる学習などが必

要である。

設問二では叙述の仕方などを確かめ必要に応じて適切に書き換える力を身に付ける

必要がある。同じ事柄について主語が異なる二つの文を示し、主語に応じて変わる部

分を確かめたり、読み手の立場になって伝わり方の違いを比べたりする学習活動が有

効である。その際、小学校学習指導要領の〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する

事項〕における、語句に関する事項の指導を踏まえることが重要である。
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

６ 一 目的に沿って話し合い、互いの発言を検討すること。

二 話合いの方向を捉えて司会の役割を果たすこと。

［正答］

一（例）

未来の姿

私たちの未来

二 ４

、 、卒業文集の題名について話し合う場面設定で 題名を決定するという目的を踏まえ

二つの提案の共通点と相違点を整理すること、建設的な話合いを促す司会の役割に気

付くことを求める問題である。平均正答率は設問一が （全国 、設問二が52.9% 54.3%）
（全国 ）であり、いずれも全国の平均正答率を下回っている。74.4% 76.0%

このような場面は、国語の授業に限らず他教科、日常の

学校生活や社会生活でもたくさん想定される。意見が異な

る場合、互いの意見の共通点や相違点を明確にすること、

また、合意形成のために司会が提案の趣旨や理由を明確に

、 。しつつ 目的に沿って話合いを進行することが大切である

設問一は、南さんと高橋さんの相違点を見いだし、高橋

さんの「未来にはばたいていく私たちの姿を表す」という

内容を短くまとめる力が必要である。板書は、二人の共通

点と相違点が明確になるように示されている。話合い等の

際には、意見の内容を簡潔にまとめるだけでなく、対照的

な内容を表や色別で分かりやすく示す等の構造的な整理の

工夫も必要である。なお、小学校国語Ａにおいても、右の

ような問題が出題されており、平均正答率は （全国 ）であり全国の平均正71.8% 72.4%
答率を下回っている。

設問二は、司会の役割に関する問題である。学習指導要領においては、小学校３・

「 」、 、「 」４年生では 進行に沿って話し合うこと ５・６学年では 計画的に話し合うこと

が指導事項として挙げられている。これらの学習経験を想起させるとともに、意見の

異なる相手の立場や考えを尊重する態度を育みながら、一定時間内に合意形成を図る

ことができるような能力を育てたい。
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（ 「 」 ）② 国語Ｂ 主として 活用 に関する問題

国語Ｂ 生徒数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

17,366 231 4.5/9 50.5 5.0 2.3福島県 ％

1,018,157 9,742 4.6/9 51.0 5.0 2.3全 国 ％

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

２ 一 複数の資料を比較して読み、要旨を捉えること。
三 資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書

くこと。

［正答］一 ２

三 （例）切手を水に浸すことで、個体となっていたのりが液体となり、アンカー
効果がなくなるから。

【 】 【 】 、接着剤について書かれた 本の一部 と インターネットの情報の一部 を使って

自らの課題を解決するという設定の問題である。平均正答率は、設問一が （全国32.3%
）、 （ ） 、 。31.4% 29.8% 28.4%設問三が 全国 であり それぞれ全国の平均正答率を上回っている

設問一は、二つの資料の要旨を捉える問題である。それぞれの資料には文字情報と

イラストがあるが、それらを関連付けるとともに二つの資料を比較して理解する必要

。 、 、 、がある 授業においては 読む目的を明確にした上で 中心的な部分と付加的な部分

事実と意見などとを読み分け、必要な情報を正しく得るように指導することが大切である。

設問三は、伝えたい事実や事柄を明確にして説明する問題である。資料で述べられ

ている事実と、身の回りで起きる事実とを関係付けて論理的に述べる力を育てていく

。 、 、ことが重要である このような力を育てるために 説明的な文章を扱う授業において

情報を的確に捉え、相手や目的に応じて取捨選択したり関係付けたりして、実際に説

明する言語活動を位置付けていくことを一層重視したい。

なお、これらの設問については全国平均を上回っているものの、約３割程度の平均

正答率である。また、設問二については平均正答率を下回っている。単元における指

導事項を一層明確にしながら、目標を達成するための言語活動をどう位置付けていく

かを常に意識して授業づくりに臨みたい。

（

）

本
文
省
略

（

。）

経
済
産
業
省
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
よ
る
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

３ 一 本や文章から、目的に応じて必要な情報を読み取ること。

二 落語に登場する人物の言動の意味を考え、その姿を想像すること。

三 落語に表れているものの見方や考え方について、根拠を明確にして自分の

考えを書くこと。

［正答］

一 ３ 二 ４

三（例）

(Ａ) 殿さまは、とても怒っていると思うので、Ａのように演じます。根拠は 「蒸して、、

脂がぬいてあるぱさぱさの」まずいさんまを食べさせられたからです （ 字）。 71

問題の素材として初めて落語が取り上げられたが、落語は現代においても広く親し

まれている伝統芸能であり、我が国に長く伝わる言語文化について関心を高めるのに

適した教材の一つである。本問は 【落語を紹介する本の一部 【あらすじ 【最後の部、 】 】

分】の三つの資料が示されており、これらの資料から必要な情報を読み取る問題であ

る。平均正答率は設問一が （全国 、設問二が （全国 、設問50.0% 52.0% 65.4% 67.2%） ）

三が （全国 ）であり、いずれも全国の平均正答率を下回っている。45.9% 46.5%
設問一は、学習指導要領の「読むこと」における「１年 読書と情報活用（カ 」か）

らの出題となっている。まず、国語の授業における読書指導が学習指導要領に明確に

位置付けられていることを確認したい。授業においては、これまで以上に意図的、計

画的に読書に関する学習活動を位置付け、必要な情報を集めるための方法を身に付け

たり、必要な情報を読み取ったりする学習を重視する必要がある。

設問二は、登場人物の言動の意味を考え、その姿を想像する問題である。時代背景や人物

相互の関係、場面設定を押さえた上で、作品の面白さを見いだしていくことが大切である。

設問三は、根拠を明確にして自分の考えを書く問題である。過去の全国学力・学習

状況調査において、全国的な傾向として、文章や資料から必要な情報を取り出し、伝

えたい事柄について根拠を明確にして自分の考えを書くことに課題があるとされてき

た。本県においても同様であり、今後、授業においてポイントを絞った表現活動に一

層力を入れていく必要がある。生徒が取り上げた根拠（文章の一節等）について、妥

当性が認められるのかどうかを検討し合う活動も今後、一層重要になってくる。これ

ら一連の学習活動を通して、作品を読み味わい、自分の考えをまとめたり深めたりす

ることにつなげていくことが大切である。

【
落
語
「
目
黒
の
さ
ん
ま
」
の
あ
ら
す
じ
】

【
落
語
「
目
黒
の
さ
ん
ま
」
の
最
後
の
部
分
】

（
興
津
要
『
古
典
落
語
』
に
よ
る

）
。
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【中学校国語における課題等】

（ ） 、 。〔 〕◇ A 心情が相手に効果的に伝わるように 描写を工夫して書き加えること ２一

◇（A） 登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解すること 〔３ 〕。 一

◇（A） 集めた材料を分類するなどして整理すること 〔４ 〕。 一

◇（A） 文章全体と部分との関係を考え、内容を理解すること 〔５ 〕。 二

◇（A） 多様な方法で材料を集めながら考えをまとめること 〔７ 〕。 一

◆（A） 目的に沿って話し合い、互いの発言を検討すること 〔６ 〕。 一

◆（A） 辞書を活用して、辞書の意味を適切に書くこと 〔８ 〕。 四

◆（B） 文章の構成や表現の仕方などについて、根拠を明確にして自分の考えを書

くこと 〔１ 〕。 三

◆（B） 資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書

くこと 〔２ 〕。 三

◆（B） 本や文章から、目的に応じて必要な情報を読み取ること 〔３ 〕。 一

◆（B） 落語に表れているものの見方や考え方について、根拠を明確にして自分の

考えを書くこと 〔３ 〕。 三

※ ◇…相当数の生徒ができている問題 ◆…課題のある問題

（ ）内の記号は、 …国語Ａ、 …国語Ｂ 〔 〕内の記号は、問題番号A B

○ 文脈に即して漢字を正しく読んだり書いたりすること、語句の意味を理解し、文

脈の中で適切に使うこと、登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解する

ことなどについては、相当数の生徒ができている。

○ Ｂ問題における記述式問題（１三、２三）については全国平均を上回っており、

日常の授業における指導や定着確認シートの活用などこれまでの取組が成果をあげ

ていると考えられる しかし 平均正答率がそれぞれ 全国 全。 、 （ ）、 （48.7% 48.2% 29.8%
国 ）と低く、課題が見られる。28.4%

○ 根拠を明確にして、自分の考えを具体的に書くことに課題が見られる。根拠を示

すことについては意識しているものの、根拠として取り上げる内容を正しく理解し

ていない場合、根拠の活用の仕方について問題がある場合など様々なケースが考え

られる。生徒一人一人の誤答を分析し、授業に反映さていくことが求められる。

○ 文章と写真、イラスト等の情報を関連付けて読むことに課題が見られる。今年度

の問題にはウェブページの他、美術作品、地図など多様な資料が用いられている。

今後、更に学校図書館の有効活用を図りながら、教科書と併せて多様な資料を授業

で扱うことを重視したい。

○ 基礎的・基本的な知識・技能の定着が不十分な状況が見られた。基礎的な知識・技能

の定着とそれらを活用して課題を解決していく能力の育成を一体的に扱うというこ

とは、単元を貫く言語活動を工夫改善することに他ならない。学習した知識・技能

について、どのように活用させるのかを見極め、単元のどの場面で、どのように指

導するのかを単元計画に明確に位置付けていくことが求められる。
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（４）中学校 数学（公立）

○ 数学Ａの平均正答率は64.7％（全国67.4％ 、数学Ｂの平均正答率は56.8％（全国）

59.8％）であり、中学校数学については、全国平均を下回っている。

○ 今後は、数学的活動をより一層重視し、基礎的・基本的な知識・技能を確実に定

着させるための演習とまとめの時間の充実と、それらを活用し、数学的に思考し説

明する力等の育成に向けた指導の改善を図る必要がある。

（ 「 」 ）① 数学Ａ 主として 知識 に関する問題

数学Ａ 生徒数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

25.0 8.3福島県 ％17,369 231 23.3/36 64.7
26.0 8.2全 国 ％1,018,328 9,741 24.3/36 67.4

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

３ ３ ○ 方程式の利用（ ）

[正答]

500 300 1900オを選択し、 ｘ＋ ｙ＝

ウを選択し、 ｘ＝ － ｙ500 1900 300
エを選択し、 ｙ＝ － ｘ300 1900 500

－ ｙ1900 300アを選択し、ｘ＝ 500
－ ｘ1900 500イを選択し、ｙ＝ 300

連立二元一次方程式をつくって問題を解決するために、ある数量に着目して式をつ

くることができるかどうかをみる問題である。

平均正答率は ％（全国は ％）であり、全国平均正答率を上回っている。誤74.4 74.1
答については、着目する数量として料金の関係（ウ～オのいずれか）を選択している

が、その関係を式に表すことができない生徒が ％いる。10.0
方程式をつくる際には、問題の数量を整理し、その中から２通りに表すことができ

る数量を見いだして、方程式に表せばよいことを理解できるように指導することが大

切である。
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

１ ○ 一次関数の変化の割合の意味11（ ）

○ 確率の求め方14（ ）２

３[正答]
８

[正答] イ

( )は、一次関数の変化の割合の意味を理解しているかどうかをみる問題である。11 1
平均正答率は ％（全国は ％）で全国平均正答率を下回っている。誤答につ41.7 47.3

ｘの増加量 、いては、変化の割合を またはｘ＝１のときのｙの値であると捉えたりｙの増加量

ｙ切片を変化の割合と捉えたりしていることが考えられる。このようなつまずきに着

目しながら、指導に当たっては、例えば、一次関数ｙ＝２ｘ＋３について、ｘの値を

１ずつ、２ずつ、３ずつ増やした場合の表をつくり、それぞれの表においてｙの増加

ｙの増加量量を調べる活動を通して、変化の割合は、ｘの増加量が１以外の場合でも ｘの増加量

求めることができるように指導することが大切である。で

樹形図などを利用して、確率を求めることができるかどうかをみる問題で14( )は、2
ある。

平均正答率は ％（全国は ％）で全国平均正答率を下回っており、無解答率54.0 65.1
は ％（全国は ％）と上回っている。確率を求めることができるようにするた14.5 10.6
めに、樹形図や二次元の表などを利用して、起こり得る全ての場合の数とその事柄が

起こり得る場合の数を正しく数え上げられるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には、樹形図が全ての場合を落ちや重なりがなく表し

ていることや、表が２枚、裏が１枚出る事象が樹形図のどの部分に表されているかを

確認する場面を設定し、その上で、硬貨を４枚に増やした場合の樹形図をかき、様々

な確率を求めさせ、技能の習熟を図ることが考えられる。

小学校第６学年で 「具体的な事柄について、起こり得る場合を順序よく整理して調、

べること （小学校学習指導要領）について学習していることを踏まえ、生徒の実態に」

応じた適切な指導計画を作成することも大切である。
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（ 「 」 ）② 数学Ｂ 主として 活用 に関する問題

数学Ｂ 生徒数 学校数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

9.0 3.8福島県 ％17,371 231 8.5/15 56.8
10.0 3.9全 国 ％1,018,365 9,741 9.0/15 59.8

◇ 今回の調査において、全国の平均正答率を上回っている問題（例）

６ １ ○ 数学的な表現を事象に即して解釈すること。（ ）

○ 問題の解決結果を、数学的な表現をもとに評価し、改善すること。（ ）２

[正答]( ) ２００ ( ) ウ1 2

設問( )は、与えられたグラフを、事象に即して解釈することができるか、設問( )1 2
は、グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈し、問題の条件と結果を振り返っ

て兄が弟に追いつくための条件を見直すことができるかどうかをみる問題である。平

（ ）、 （ ） 、均正答率は設問( )が ％ 全国 ％ 設問( )が ％ 全国 ％ であり1 63.0 62.7 2 80.0 79.8
いずれも全国の平均正答率を上回っている。

本設問を使って授業を行う際には、次のような場面を設定することが考えられる。

○ 弟が駅に着くまでに兄は弟に追いつけないことを判断し、その理由を説明する

場面

○ 弟が駅に着いたときの兄の位置について、家からの道のりや、駅までの残りの

道のりをグラフから読み取る場面

○ どのようにすれば兄が弟に追いつけるかを考える場面
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◆ 今回の調査において、課題の見られる問題（例）

４ １ ○ 構想を立てて証明すること。（ ）

○ 証明を振り返って考えること。（ ）２

[正答]( ) 下の欄参照1
( ) ４０2

設問( )は、図形の性質を、構想を立てて証明することができるか、設問( )は、付1 2
加された条件の下で証明を振り返って考え、証明の過程で見いだした事柄や証明され

た事柄をもちいることができるかどうかをみる問題である。平均正答率は設問( )が1
％（全国 ％ 、設問( )が ％（全国 ％）であり、いずれも全国の平均32.8 39.4 2 17.4 23.3）

正答率を下回っており、設問( )は今回の調査問題の中で最も低い正答率である。2
設問( )について、証明を1

、書くことができるためには

証明を構想する活動を取り

入れ、証明の方針を立てる

ことができるように指導す

ることが大切である。

、 「 」また 右の 証明の方針

に基づいて「証明」を書く

ことができるように 「証明、

の方針」と「証明」の対応

や順番について、考える活

動を取り入れることが大切

である。

、 。証明の方針では 次の３つの事項について考える場面を設定することが考えられる

Ⅰ 結論を示すために何がわかればよいか。

Ⅱ 仮定からいえることは何か。

Ⅲ ⅠとⅡを結び付けるには、あと何がいえればよいか。

設問( )について、本設問を使って授業を行う際には、与えられた問題に条件を付加2
することで、発展的に考える機会を設け、条件に合わせて図をかき直すとともに、

ＡＥ＝ＣＥなどの新たな性質を見いだす活動も大切である。



- 21 -

【中学校数学科における課題等】

◇(A) 絶対値の意味を理解していること 〔１(3)〕。

◇(A) 等式の性質と移項の関係を理解していること 〔３(1)〕。

◇(A) 線対称な図形を完成すること 〔４(1)〕。

◇(B) 空間における位置に関する情報を適切に読み取ること 〔１(2)〕。

◇(B) グラフの特徴を事象に即して解釈し、結果を改善すること 〔６(2)〕。

◆(A) 数量の大小関係を不等式に表すこと 〔２(1)〕。

◆(A) 底面が合同で高さが等しい円柱と円錐の体積の関係について理解してい

〕ること 〔５(4)。

◆(A) グラフと表を関連付けて反比例を理解していることや、一次関数の変化

の割合の意味を理解していること 〔10(4)、11(1)〕。

◆(A) 樹形図などを利用して、確率を求めること 〔14(2)〕。

◆(B) 図形の性質を、構想を立てて証明すること 〔４(1) （2 〕。 、 ）

◆(B) 不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理由を数学的な表現

(2)〕を用いて説明すること 〔５。

◇…相当数の生徒ができている問題 ◆…課題のある問題※

（ ）内の記号は、 …数学Ａ、 …数学Ｂ 〔 〕内の記号は、問題番号A B 、

○ 絶対値の意味、等式の性質と移項の関係を理解していることや線対称な図形を完

成すること、また、空間における位置に関する情報を適切に読み取ることやグラフ

の特徴を事象に即して解釈し結果を改善することについては、相当数の生徒ができ

ている。

○ 不等号を用いて数量の大小関係を適切に表すことに課題がある 文脈に沿って 以。 「

上 「以下 「より大きい 「未満」のいずれかを的確に捉え、不等号を用いて表」、 」、 」、

現する活動を重視することが大切である。

○ 円柱と円錐の体積の関係について課題がある。平成19年度の円柱と円錐の体積を

比較し正しい図を選ぶ問題の正答率は35.4％で、今年度の円柱と円錐の体積の関係

についての問題の正答率は34.8％で引き続き課題がある。公式を用いて体積を求め

る学習に偏ることなく、予想した柱体と錐体の体積の関係を実験で確かめる活動や

公式を用いて体積の関係を考察する場面を設定することが大切である。

、「 」 。○ 過去の調査結果から 資料の活用 領域に課題があることが明らかになっている

特に、確率に関しては、全国正答率と比べて大きく下回っていることを踏まえ、指

導時数を十分確保し、試行を多数回繰り返して統計的確率を求めたり、樹形図など

に整理して数学的確率を求めたりする活動を充実する必要がある。

（24年度Ａ14(2)）数字の書かれた３枚のカードから２枚のカードをひくとき、両方

とも奇数のカードである確率を求める。

（ 、 ）正答率 本県：54.3％ 全国：57.4％

（25年度Ａ15(2)）大小２つのさいころを同時に投げるとき、出る目が両方とも１に

なる確率を求める。 （正答率 本県：41.4％、全国：53.8％）

（26年度Ａ14(2)）３枚の硬貨Ａ、Ｂ、Ｃを同時に投げるとき、表が２枚、裏が１枚

出る確率を求める。 （正答率 本県：54.0％、全国：65.1％）

○ 数学Ｂの記述式の問題では、６問すべてにおいて全国正答率を下回り、無回答率

はすべての問題で上回っており、理由や方法を説明することに課題がある。判断の

理由を数学的な表現を用いて説明できるためには、説明すべき事柄とその根拠の両

方を示し、的確に説明する活動を充実することが大切である。
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※ 主なものを取り上げた。Ⅲ 児童生徒質問紙調査の結果

（１ 「普段（月～金曜日 、1日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・ＤＶＤを見た） ）
り、聞いたりしますか（テレビゲームをする時間は除く 」について）

〈質問番号 ： １１）〉（
○ 月～金曜日にテレビやビデオ・ＤＶＤを３時間以上見たり聞いたりしている小学

38.1 28.8 38.0生の割合は ％ 中学生の割合は ％であり 小学生の割合は全国の割合、 、 （
％）より高く、中学生の割合は全国の割合（ ％）より低い。31.5
○ ２５年度調査と比較すると、月～金曜日にテレビやビデオ・ＤＶＤを３時間以上
見たり聞いたりしている割合は、小学生で ポイント低く、中学生では ポイン2.7 1.0
ト高くなっている。

【小学校】

【中学校】

（２ 「普段（月～金曜日 、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲ） ）
ーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をします
か」について

〈質問番号 ： １２）〉（

○ 月～金曜日にテレビゲームを２時間以上をしている小学生の割合は ％、中学31.4
生の割合は ％であり、小学生の割合は全国の割合（ ％）より高く、中学生34.4 30.3
の割合は全国の割合（ ％）より低い。35.4
○ ２５年度調査と比較すると、月～金曜日にテレビゲームを２時間以上している割

合は、小学生で ポイント、中学生で ポイント高くなっている。0.6 7.4

【小学校】

【中学校】

19.0 

19.8 

19.1 

18.2 

25.6 

23.3 

25.1 

24.5 

10.4 

12.6 

0.8 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全く見たり、聞いたりしない

8.3 

8.9 

8.4 

8.1 

14.7 

13.3 

26.7 

24.4 

30.3 

31.8 

11.7 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全くしない

8.7 

11.0 

9.3 

9.3 

16.4 

15.1 

22.8 

21.0 

26.4 

26.7 

16.4 

16.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全くしない

12.8 

15.7 

16.0 

15.8 

26.9 

25.0 

29.3 

27.3 

13.7 

14.5 

1.3 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全く見たり、聞いたりしない
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（３ 「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日 、１日当たりどれくらいの時間、勉強） ）
をしますか（学習塾や家庭教師含む 」について）

〈質問番号 ： １４）〉（
○ 学校の授業時間以外の１日当たりの学習時間については、月～金曜日に１時間以
上学習している小学生の割合は ％、中学生の割合は ％であり、どちらも全71.7 71.3
国の割合（小： ％、中： ％）より高い。62.0 67.9
○ 月～金曜日の学習時間が３０分より少ない、または全くしない小学生の割合は

10.2 12.7 14.76.6 ％、中学生の割合は ％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中：
％）より低い。

○ ２５年度調査と比較すると、１時間以上学習している割合は、小学生で ポイン1.8
ト、中学生で ポイント低くなっている。2.1

【小学校】

【中学校】

（４ 「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま）
すか（学習塾や家庭教師含む 」について）

〈質問番号 ： １５）〉（
○ 土曜日や日曜日などの学校が休みの日の学習時間については、２時間以上学習し
ている小学生の割合は ％、中学生の割合は ％であり、小学生の割合は全国23.9 46.9
の割合（ ％）より低く、中学生の割合は全国の割合（ ％）より高い。24.0 40.3
○ 学校が休みの日の学習時間が、１時間より少ない、または全くしない小学生の割
合は ％、中学生の割合は ％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中33.3 21.4 44.0
： ％）より低い。32.5
○ ２５年度調査と比較すると、学校が休みの日に２時間以上学習している割合は、
小学生で ポイント、中学生で ポイント低くなっている。1.4 2.7

【小学校】

【中学校】

6.2 

10.4 

25.1 

24.7 

40.0 

32.8 

18.4 

17.3 

7.0 

9.0 

3.2 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない

5.8 

11.2 

15.7 

14.6 

50.2 

36.2 

21.6 

25.2 

5.1 

9.5 

1.5 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない

30分以上、1時間より少ない 30分より少ない 全くしない

4.2 

5.2 

12.7 

11.7 

30.0 

23.4 

31.6 

27.1 

15.9 

21.2 

5.5 

11.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全くしない

1.9 

6.4 

5.3 

5.1 

16.7 

12.5 

42.7 

31.9 

28.5 

33.4 

4.8 

10.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全くしない
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（５ 「学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日 、1日当たりどれくらいの時間、読書を） ）
しますか（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く 」について）

〈質問番号 ： １７）〉（
、○ 月～金曜日に学校の授業時間以外で３０分以上読書をする小学生の割合は ％37.9

中学生の割合は ％であり、小学生の割合は全国の割合（ ％）より低く、中33.9 38.2
学生の割合は全国の割合（ ％）より高い。31.4

○ ２５年度調査と比較すると、月～金曜日に学校の授業時間以外で３０分以上読書
をしている割合は、小学生で ポイント、中学生で ポイント高くなっている。0.1 0.6

【小学校】

【 】中学校

（６ 「家で、学校の授業の復習をしていますか」について）

〈質問番号 ： ２４）〉（
○ 家で、学校の授業の復習をしている小学生の割合は ％、中学生の割合は69.6

％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中： ％）より高い。61.6 54.0 50.4
○ ２５年度調査と比較すると、復習をしている割合が小学生で ポイント、中学生2.3
で ポイント高くなっている。0.6

【小学校】

【中学校】

22.7 

17.5 

38.9 

32.9 

28.2 

32.1 

10.2 

17.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

している どちらかといえば，している あまりしていない 全くしていない

32.4 

21.9 

37.2 

32.1 

23.6 

31.1 

6.7 

14.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

している どちらかといえば，している あまりしていない 全くしていない

6.1 

6.7 

10.1 

8.9 

17.7 

15.8 

22.3 

21.6 

11.8 

12.6 

31.8 

34.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

2時間以上 1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 10分以上30分より少ない 10分より少ない 全くしない

6.2 

7.6 

10.3 

10.4 

21.4 

20.2 

29.0 

26.5 

17.0 

15.9 

16.0 

19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

2時間以上 1時間以上、2時間より少ない 30分以上、1時間より少ない 10分以上30分より少ない 10分より少ない 全くしない
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（７ 「国語の勉強は好きですか」について）

〈質問番号 ： ５０）〉（
○ 国語の勉強が好きな小学生の割合は ％、中学生の割合は ％であり、どち66.0 61.5
らも全国の割合（小： ％、中： ％）より高い。59.2 58.2
○ ２５年度調査と比較すると、国語の勉強が好きな割合は、小学生は ポイント高1.4
く、中学生で ポイント低くなっている。0.7

【小学校】

【中学校】

（８ 「読書は好きですか」について）

〈質問番号 ： ５３）〉（
○ 読書が好きな小学生の割合は ％、中学生の割合は ％であり、小学生の割70.1 70.7
合は全国の割合（ ％）より低く、中学生の割合は全国の割合（ ％）より高73.0 69.4
い。
○ ２５年度調査と比較すると、読書の好きな割合は、小学生で ポイント、中学生0.2
で ポイント低くなっている。0.6

【小学校】

【 】中学校

21.6 

21.4 

39.9 

36.8 

27.7 

28.1 

10.7 

13.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

25.7 

22.9 

40.3 

36.3 

24.0 

26.5 

9.9 

14.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

45.8 

45.9 

24.9 

23.5 

17.6 

16.8 

11.6 

13.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

43.3 

48.9 

26.8 

24.1 

19.5 

15.9 

10.3 

11.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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（９ 「算数・数学の勉強は好きですか」について）

〈質問番号 ： ６２）〉（
○ 算数の勉強が好きな小学生の割合は ％、数学の勉強が好きな中学生の割合は65.9

％であり、どちらも全国の割合（小： ％、中： ％）より低い。52.8 66.1 56.6
、 、○ ２５年度調査と比較すると 算数の勉強が好きな小学生の割合は ポイント低く0.3

数学の勉強が好きな中学生の割合は ポイント低くなっている。0.2

【小学校】

【 】中学校

26.0 

29.3 

26.8 

27.3 

26.3 

23.8 

20.6 

19.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

37.0 

38.4 

28.9 

27.7 

20.9 

19.3 

13.1 

14.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島県

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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Ⅳ 今後の指導に当たって

これまで述べてきたように、小学校で改善傾向が見られるものの小学校と中学校の課題

はおおむね共通しており、課題解決に向けた取組は、学習指導要領の目的や内容と軌を一

にしている。今後の指導に当たっては、小・中学校の９年間を見通した継続的な取組が重

要である。

国 語

言語や言語文化に関する基礎的・基本的な知識・技能についてはおおむね身に付

、 。 、いてきており 文や文章の中で適切に用いることができる傾向が見られる しかし

多くの課題も見られることから、それらを解決していくために、以下の二つの視点

を基にした具体的な指導改善を図る必要がある。

【効果的な言語活動の設定】
目標を達成させるための言語活動を単元を通して授業に位置付けながら、基礎的・基

本的な知識・技能の確実な定着と、それらを活用して課題を解決していく能力を一体的に

育成していく取組を充実させる。

【指導事項が一覧できる年間指導計画表の作成】
授業における指導のねらいは、指導事項のどこに基づくのかをこれまで以上に明確

にする。そのため、指導事項が一覧できる年間指導計画表を作成し、意図的・計画的

な授業実践を積み重ねる。

◇ 基礎的な知識・技能を活用する場の設定
反復練習だけで基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着させることは困難である。基

礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を解決する場を意図的・計画的に設定する。

◇ 情報を関連付ける指導の工夫
文章の解釈における学習では、文章の中の情報を比較したり関係付けたりしながら

読解を進める。また、文章と図表等の資料とを併せて解釈したり、同じテーマを扱

った資料を比較検討したりする。

◇ 根拠を明確にして自分の考えをまとめる指導の工夫
自分の考えを説明する際には、具体的な根拠や理由を挙げることが非常に重要であ

る。読み取った資料を適切に活用して、必要な部分は引用したり利用したりしなが

ら、理由や根拠を具体的に表現させるとともに、それらの妥当性についても検討す

る機会の設定も重視する。また、定着確認シート等も効果的に利用して自分の考え

をまとめる学習を充実させる。

◇ 学校図書館の有効活用
学校図書館の「読書センター 「学習・情報センター」としての機能を十分に発揮」、

させ、国語科だけでなく他教科の学習においても学校図書館の活用を図りながら学

校全体で学校図書館を有効に活用するための方策を講ずる。

算 数

評価の観点においては、数学的な考え方に、問題形式においては、計算方法や理由

の記述式に課題が見られる。今回明らかになった課題を克服するために、日常の指
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導法を評価して改善に努めることが大切である。

以下に示した５つの指導改善のポイントを念頭に置いて指導に当たりたい。

◇ 児童の実態に応じた指導計画の工夫・改善
○ 本調査における解答類型から児童の実態を把握（特に、誤答している児童の分

析）し、それに応じたきめ細かい指導を充実する。

○ 児童の実態に応じて指導計画の時数等に軽重を付け、つまずきやすい学習内容

について、重点的に指導できるように工夫する。また、定着確認シート等を意図

的・計画的に活用し、児童の知識・理解、技能の定着及び数学的な考え方の育成

を図るようにする。

◇ 授業のねらいを明確にした指導
○ 授業のねらいを明確にするとともに、そのねらいが達成された児童の具体的な

姿（どのような問題が解決できればよいのか、どのようなまとめができればよい

のか等）を明らかにする。

○ 算数的活動を通して、児童の知的欲求・好奇心を揺さぶり問いを引き出すため

の問題設定や提示の方法及び発問等を工夫する。

◇ 数学的な見方・考え方を高める授業展開の工夫
○ 授業のねらいや評価の観点に応じて、授業展開を工夫する。

○ 児童がつまずきやすい考え方を意図的に取り上げ、つまずきの修正等を図る活

動を意図的に取り入れる。

○ 児童の思考の流れをイメージして授業を構想するとともに、児童から言葉等を

引き出し、それらを価値付けて共有させるような発問等を工夫する。

◇ 言語活動の充実・改善
○ 言葉、数、式、図、表、グラフといった数学的な表現を活用して、自分の考え

方や判断の理由等を記述する活動を授業の中に位置付ける。

○ 児童同士が学び合う活動を重視し、その過程で考え方や解答を選択したり、選

択した根拠等を筋道立てて説明し、それを記述したりする活動を充実する。

○ 児童一人一人が学び合う活動においては、他者の考え方等を確実に理解できる

ように、聞き取る力の育成を図るとともに、聞き取ったことを他者に伝えること

によって、児童自らが、自己の理解の仕方を振り返ることができるように指導方

法を工夫する。

◇ 適用問題を解く時間の確保
○ 「何がわかり、何ができるようになったのか、どのような考え方がよかったの

か」など、数学的な見方や考え方も含めた適用問題を準備し、児童一人一人に応

じた解決の方法等にも配慮して実施する。

数 学

基礎的・基本的な知識・知識およびそれらを活用する力において、引き続き多く

の課題が見られる。今回明らかになった課題を克服するために、日常の指導法を評

価して改善に努めることが大切である。

以下に示した５つの指導改善のポイントを念頭に置いて指導に当たりたい。

◇ 生徒の実態に応じた指導計画の工夫・改善
○ 生徒の実態に応じて指導計画の時数等に軽重を付け、つまずきやすい学習内容

について、重点的に指導できるように工夫する。また、定着確認シート等を意図

的・計画的に活用し、生徒の知識・理解、技能の定着及び数学的な見方や考え方

の育成を図るようにする。
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◇ 数学的活動を重視した指導の充実
○ 授業のねらいを適切に設定し、数学的活動のどの活動に焦点を当てて指導するのかを

明確にする。

○ 日常的な事象を数学化（理想化・単純化など）すること、数学的に解釈することや表

現すること、情報を活用すること、課題解決のための構想を立て実践すること、結果を

評価し改善することなどの数学的なプロセスを重視した授業を意図的に位置付ける。

◇ 教科の目標と関連付けた数学的に説明し伝え合う活動の充実
数、式、用語、図、表、グラフといった数学的な表現を活用して発表したり、自分○

の考え方や判断の理由等を記述したりする活動を授業の中に位置付ける。

○ 予想した事柄を数学的な表現を用いて説明すること（事実・事柄の説明 、問題の解）

決の方法を数学的な表現を用いて説明すること（方法の説明 、事柄が成り立つ理由を）

説明すること（理由の説明）を授業の中に位置付け、目指す生徒の説明内容を明らかに

して、生徒の表現をより数学的に洗練していくための指導を充実する。

◇ 生徒の実態に応じた指導
○ 本調査における解答類型と反応率から生徒の実態を把握・分析し、それに応じたきめ

細かい指導と評価を充実する。

○ 生徒がつまずきやすい考え方を意図的に取り上げるとともに、誤答箇所の指摘や修正

等の活動を意図的に行う。

◇ 適用とまとめの時間の確保
○ 問題解決過程を振り返らせ 「どのような解決方法で、何がわかり、何ができるよう、

になったのか、どのような考え方がよかったのか」など、数学的な見方や考え方も含め

て生徒自身が意識できる時間を、毎時間確実に確保する。

学習習慣及び生活習慣について

◇ 学習習慣について
本県の小・中学生は、家で学校の授業の復習をしている割合や、月～金曜日に１時

間以上学習している割合が全国の割合より高いことから、家庭における学習習慣が

定着してきていることがうかがえる。しかし、平成２５年度調査と比較すると月～

金曜日に１時間以上学習している割合が減少しており、今後、家庭学習の時間の確

保や家庭学習の質の向上に向け、家庭となお一層連携するとともに、習熟度に応じ

た課題を子どもに与えるなど個に応じた支援を展開することが大切である。

◇ 読書について
月～金曜日に学校の授業時間以外で３０分以上読書をしている割合は、小学生がお

おむね全国平均であり、中学生は全国の割合を上回っている。今後も個々の子ども

たちの置かれている状況やそれぞれの興味・関心等を考慮しつつ、読書のもつ教育

的効果をあげるために、折に触れ良書を紹介するなど、教師をはじめ子どもたちに

とって身近な大人たちが積極的に読書指導にかかわることが大切である。

◇ テレビやビデオ・ＤＶＤの視聴及びゲームをする時間について
月～金曜日にテレビやビデオ・ＤＶＤを３時間以上見たり聞いたりしている割合

は、平成２５年度と比べると小学生は低く、中学生は高くなっている。一方、月～

金曜日にゲームを２時間以上している割合は、小・中学生とも高くなっている。今

後も小・中学生ともにテレビ等の視聴時間やゲームの時間をさらに減らし、その時

間を家庭学習や読書の時間に充てさせるなど、継続的な取組が大切である。
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Ⅴ 各学校における組織的・継続的な取組

○ 本調査は、各学校における日常の学習指導の改善・充実を図り、児童生徒の学力
向上に生かしてこそ意義あるものとなる。各学校においては、校長のリーダーシッ
プのもと、当該学年及び当該教科以外の教員を含め学校全体で本調査問題及び調査
結果を分析し、自校の課題を明らかにして、より実効ある学習指導へと充実・改善
に役立てることが大切である。

○ その際、今回の結果を踏まえた取組の成果と課題を 「福島県学力調査」において、
検証し、さらに次年度の全国学力・学習状況調査を活用する という、ロングスパ・・・
ンのＰＤＣＡサイクルを確立することが重要である。また、本県独自の「定着確認シ
ート」を効果的に活用して、各単元等における学習内容の定着や活用する力の状況
を把握し、つまずきの克服や日々の授業改善に結び付けるといったショートスパン
のＰＤＣＡサイクルを構築し、児童生徒の学力向上のため、徹底して日々の取組を進
めることが大切である。

○ 本県が推進している少人数教育の意義や目的を踏まえ、その活用を図ることも重
要な視点である。個別指導やグループ別指導、習熟度別指導などを、学校や児童生
徒の実態に応じて、年間指導に位置付けるなど指導体制や指導方法のより一層の工
夫を図ることにより、学ぶ意欲を高めるとともに 「わかる授業・できる授業 、さ、 」
らには思考力・判断力・表現力等を高める授業へと転換を図っていくことが求めら
れる。

○ 同校区内の小学校、中学校が連携し、課題の共有とその解決に向けた取組を行っ
たり、家庭との連携により授業と家庭学習との関連を図る取組を進めたりすること
なども今後の課題となる。
なお、家庭や地域、社会と連携して取り組む学力向上については、平成２６年度

福島県教育員会作成の「 つなぐ教育』で確かな学力を～家族・教職員・社会人が『
一体となって～」を参考にされたい。

アドレス ）（義務教育課 HP http://www.gimu.fks.ed.jp/shidou/kikaku/tunagu_h26.pdf

各学校における具体的な取組のイメージ図

全国学力・学習状況調査（4月）

福島県学力調査（11月）

学校

全校体制での

結果分析①
・課題の明確化

・改善策の策定

全校体制での

結果分析②
・課題の再確認

・改善策の策定

◆ロングスパンのPDCAサイクル
・全国学力・学習状況調査の問題を
全教員が解くとともに、結果を分析

し、課題を把握する。

・具体的な改善策を立案し、学力向

上に向けた取組を推進する。

◆ショートスパンのPDCAサイクル
・定着確認シートを活用して学習内容

の習熟の程度や活用する力の状
況などを把握するとともに、指導の

弱点補強と分析を踏まえた指導改

善を日常的に実施する。

２つのＰＤＣＡサイクル

連携 家庭・地域

説明責任を果たすと
ともに、協力を要請。
授業と家庭学習との
リンク。

連携 関係機関

・各教育委員会
・各教育事務所
・教育センター等

連携 小・中学校

小・中学校の連携
による課題の共有
化、学力向上の取
組の推進。

定着確認シート
によるチェックと
日々の授業改善

定着確認シート
によるチェックと
日々の授業改善

定着確認シート
によるチェックと
日々の授業改善

定着確認シート
によるチェックと
日々の授業改善計画的・継続的な少人数指導


